
第 3学年 図画工作科学習指導案

3年生   20名
指導者 佐藤 淑恵

元木 菜緒

授業場   図工室

1 題材名 トントンくぎ打ち=コ ンコンビー玉 〈A表現 (2)工作に表す・B鑑賞〉

2 題材設定の理由

本題材は,金づちや釘といつた材料や用具を用いて,板材に釘を打ち込み, ビー玉が転がるコー

スづくりを楽しむ題材である。金づちや釘等は新出材料や用具であるため,製作活動への期待感も

高く,製作後のビー玉転がし遊びまで十分楽しむことのできる表現活動になるであろう。ビー玉を

自分のイメージ通 りに動かしたいという思いは,児童の主体的な学びを促 し,釘の打ち方や抜き方

といつた技能の習得につながると考える。また,釘や他の材料を組み合わせてコースをつくる活動

は,自 分の思いを形にするために,つ くり。つくりかえることの楽しさを味わう経験へつながるで

あろう。また,鑑賞活動では,実際に作品で遊ぶ場面を設定する。友達の表現のよさや工夫を見つ

け,「やつてみたい 。つくつてみたい」という造形的な活動の思いが膨らむことで, 自分の作品に

生かそうとするさらなる表現意欲を高めることにつながると考える。このように本題材は, 1つの

表現活動を通して,造形的な資質・能力を高め,児童のさらなる表現活動を広げたり深めたりする

ことが期待できる。

本学級の児童は,昨年度実施 した,図画工作アンケー トの中で,95%の児童が「図画工作が好き

である」と回答し,その中でも特に「工作が好きである」という程,図画工作科の授業を楽しみに

している。休み時間にも,折 り紙を使つた作品作りに取り組んだり,イ ラス トを描いたりと,友達

の作品を自分の宝物のように取り扱 う児童の姿が多く見られる。年度初めに描いた「絵の具で出て

くる 自の世界」の題材では,ダイナミックな絵をクレパスで描き,水彩絵の具のばかしの技法を

生かしたにじみ絵を楽しみながら表現した。鑑賞会でも,友達の作品のよさや面白さをどんどん見

つけ,伝え合 うことができていた。また。年度末に全校一斉に調査した「技能到達度一覧」からは,

低学年で扱 う「カッターナイフ」の技能習得率が約過半数であるという見解も出ている。特に,工
作で使用する用具は,安全面への配慮から,経験の機会を多く与えることができず,児童が表現活

動に用いたいと考えても, 自分の思いを表すまでに至らないという課題も挙げられた。

そこで,本題材では,児童が「ビー玉をこんな風に動かしたいな」というイメージが作品として

形になるよう,以下の点を学習の手立てと考える。 1つ 目は,初めて扱 う材料や用具の安全な取 り

扱い方の指導を徹底 し,分かりやすく提示することである。デジタル教材による材料や用具の活用

を視聴するだけでなく,常に道具の使い方を確かめることのできる掲示物の作成,安全に釘打ちに

熱中することができるようにペンチ等の補助具を活用するといつた,児童が安心して道具を取り扱

うことのできる環境を整備 したい。その上で,製作活動を十分に行う時間を確保 していく。

2つ 日は,話 し合 う場を多く持つことである。自分が試 したい表現方法について,友達からア ド
バイスをもらつたりすることや,様々な考えを出し合つたりすることができる場を意図的に設定す

る。その上で児童一人一人が思い付いたことを話し合い,発想を刺激し合いながら活動を考え,表
現活動に生かすことができるよう支援する。活動時間の見通しと振 り返りの機会を大切にすること

で,それぞれの思いが共感できるようにしていきたい。一つの作品であり愛着のある遊び用具とし

て,児童が造形活動を楽しむことのできる共感的な声かけや,タ ブレットPCを活用した活動の様

子の見取りも工夫して行い,児童の造形的な見方 。考え方を高める活動につなげていけたらと考え

る。



3 題材の目標

(1)。 釘の打ち方や材料を組み合わせることを通して,形や色などの組み合せによる感じが分かる。

・金づちや釘を適切に扱 うとともに,身近な材料での工作経験を生かし,手や体全体を十分に

働かせ ,表 したいことに合わせて表 し方を工夫 して表す。 (知 識及び技能 )

(2)・ 釘を打つた り材料を組み合わせた りして感 じたことや想像 したことか ら,表 したいことを見

付け,形や色などを生かしながら,どのように表すかについて考える。

・ 自分たちの作品の造形的なよさや面白さ,表 したいことや表 し方などについて,感 じ取つた

り考えた りし,自 分の見方や感 じ方を広げる。       (思 考力,判断力,表現力等 )

(3)釘 を打つた り材料を組み合わせた りする活動に取 り組み,つ くりだす喜びを味わ うとともに ,

形や色などに関わ り楽 しく豊かな生活を創造 しようとする。  (学 びに向か う力,人間性等)

4 題材の評価規準

知識・技能 思考 。判断 。表現 主体的に学習に取 り組む態度

・釘の打ち方や材料の組み合

わせ方 を通 して,形や色な

どの組合せによる感 じが分

かつている。

・金づちや釘を適切に扱 うと

ともに,身近な材料での工

作経験を生か し,手や体全

体を十分に働かせ,表 した

いことに合わせて表 し方を

工夫 して表 している。

。釘を打つた り材料を組み合わ

せた りして感 じたことや想像

したことから,表 したいこと

を見付け,形や色などを生か

しながら, どのように表すか

について考えている。
。自分たちの作品の造形的なよ

さや面白さ,表 したいことや

表 し方などについて,感 じ取

つた り考えた りし,自 分の見

方や感 じ方を広げている。

つ くりだす喜びを味わい進ん

で釘を打つた り材料を組み合

わせた りして工作に表 した り

鑑賞 した りする学習活動に取

り組 もうとしている。

5 指導と評価の計画 (全 5時間 本時 2/5)

時間 ね らい 。学習活動 評価の観点 評価方法等

1 木切れを使つて釘打ち・釘抜

きの方法を知 り,ビー玉を転

がすコースづくりのアイデア

を書き出す。

回◎

圏○

・ ビー玉を転がす コースをつ くることに

興味・ 関心をもつているか,話 し合い

の様子を観察 した り,ワ ークシー トを

見た りして,把握する。 (観察 。ワーク

シー ト・作品)

2

3

4

・ビー玉を転がすコースをつく

る。
。ビー玉の転が りを試 しなが

ら,材料の組み合せ方を工夫

した,面 白いコースを考えて

つくる。

國◎

国○

圏○

適切に金づちを使い,釘 を打ち込んで

いるか,活動の様子を観察 した り,作
品を見た りす るなどして把握 し,指導

に生かす。 (観察・作品)

材料を組み合わせ,釘の打ち方を工夫

しなが ら,自 分のイメージに合つたコ

ースを考えてつ くっているか,観察す

る。 (対話・観察・ ワークシー ト)

転が りを試 した結果をもとに, さらに

面白いコースになるよう,友達 と協力

しなが ら作 り出そ うとしているか,観
察 し指導に生かす。 (観察 。対話 )



それぞれのビー玉コースを試 し,そ の

よさや面白さを味わい,工夫や違いに

気づいているか,様子を観察 した り,

ワークシー トの感想から把握する。 (観

察 。ワークシー ト)

○題材の評価規準に照らして,適宜,児童の学習状況を把握し指導に生かす。

◎題材の評価規準に照らして,全員の学習状況を把握し記録に残す。

6 本時

(1)日標

釘打ちでできる,ビー玉が転がるコースをイメージし,自 分の表 したいものに向けて釘の位置

を試 した り, ビー玉の動きを確かめた りしながら,表現する。

(2)展開

学習活動 指導上の留意点 学習活動における

具体の評価規準

評価

方法

1 本時の学習活動やめあて

を確認する。

○本時のめあてを確認 し,学習

の見通 しをもたせ る。

発言

ワークシ

ート

作品

対話

ビー玉が「おもヒろく」ころがるコースを作ろ

表したいことを

することができ

【思考】

を適切に使い
,

したいものを工

くつている。【技

ビー玉をどのように転が

した らお もしろいコース

になるか,イ メージを発

表 し,表 したいことをみ

つける。

板材に釘を打ち,コース

を作る。

振 り返 リカー ドに記入

し,本時の学習を振 り返

り,次時の活動の見通 し

を持つ。

○ビー玉が「おもしろく」転が

る様子がどのような様子なの

か,「 釘の打ち方」「ビー玉

の動き」「音」等の観点に着

日し,ア イデアを整理する。

○活動の際は,椅子から立つこ

とを約束させ,安全面へ配慮

することを伝える。

○釘を指で挟んで打つことに不

安がある場合は,ペンチや割

り箸といった補助具を利用 し

てもよいことを伝える。

○コースの作 り途中であって

も, ビー玉の転がし方を試 し

てもいいことを伝える。

○本時の活動を振 り返り,次時

では,釘以外の材料を使用し

てもよいことを伝える。

自分σ

イメーう

ている。

金づ t

自分の豪

夫 してて

能】

・友達のつくつた作品のビー玉

の転が りを楽 しみ,それぞれ

のコースのよさや違いを味わ

い,伝え合 う。

国◎

圏○



(3)評価及び指導の例

「十分満足できる」と

判断 される状況

・金づちを安全に使いながら,自 分の表したいことを考えたり試

したりしながら,工夫してつくつている。I技能】

・ビー玉が面白く転がるコースの工夫を思いつき,友達にも伝え

ようとしている。【思考】

「おおむね満足できる」状況

を実現させるための具体的な

指導

・友達の意見から自分のイメージを広げ, 自分が表したいことの

観点を見つけることができるようにするために,作品例を提示

したり,試 したりすることができるよう,木切れや釘を十分に

用意し,自 由に使えるように示しておく。



第 3学年     校内研究授業ヨ饉

第 3学年       20名

指導者    佐藤 淑恵

元木 菜緒

1 題 材 名 トントンくぎ打ち,コ ンコンビー玉 ( A表現 (2)工作に表す 。B鑑賞 〉

2 本時の目楓

釘打ちでできる, ビー玉が転がるコースをイメージし,自 分の表したいものに向けて釘の位置を試

したり,ビー玉の動きを確かめたりしながら,表現する。

3 展   開  (本時 2/5 )

教 師 の は た ら き か け 児 ユ里 の 反 応

前の時間に,木切れに釘を打ちましたね。

(今 日のめあてを提示 )

○ どんなコースを作 りたいと思つています

か 。

○ めあてのかくれている所を出します。

おもしろいコースを作るためには, どんな

方法, どうしたらいいかな。先生も作ってき

ました。 (教師の示範作品提示)

○ これ,ど うなる。

○ どうしたらおもしろい。

○ どうやつたらくねくねになる。

全員でめあてを確認

ビー玉が |   |こ ろがるコースを作ろう。

(ふ りかえリシー トを見ながら)

○ ふた手に分かれるコース

○ くねくね

○ 誰もできないようなむずかしい

○ 道 ジグザグ パチンコのような

○ 曲がるところ

○  「おもしろく」

○

○

○

○

○

○

○

まつすぐ

道みたい

おもしろくない

ちょつとくねくね

まつすぐな所にくぎ。

曲がる所にくぎ

ビー玉が当たつて、釘を打つ所を変える。



教 師 の は た ら き か け

(教師が金づちで釘を打っている示範を見

せる。)「はじめは」

「あとから」

「ひみつアイテム」は

(全員で釘打ちのフ

○ トントン

○ ドンドン

○ 消しゴム

3 「おもしろくころがるコースをみんなで考

えよう。

○ 板書 カロえる

打ち方 まん中

ななめに

(机間巡視)

○ 板書 加える

くぎもななめ

ペンチではさんで

○ ○○さんのは,どこからふた手に分かれ

るの。

○ この前よりまつす ぐ上手に打てるように

。・・高い,低い釘があって 。・ 0

0 行つてほしいために,ど うしたらいい。

○ しつかり板おさえよ。

○ いいこと思いついたれ

○ ビー玉をころがしてみよう。

○ 板書 加える  「ぶつかる」

○ ななめ すごい打ち方見つけたね。

○ そこを通 したいの。 うまく通 りそ う。や

(釘打ちの時は,いすをのける。)

○ 班ごとに分かれて,板に釘を打つていく。

○ ～くんの設計図すごかつた。

○ 設計図ないとわからん。

○ 設計図どお りでないけど,二手に分かれるよ

うにした。

○ やりやすい。

○ いいこと思いついた。ななめに打つたら。

レーズを言う。)

児 童 の 反 応

‐博
瑠
■ ,



つてみよう。きれいに通せたね。

○ ○○さんは,なんで最初にここに打とう

と思つたの。そしたらどうなるの。

○ 板書 カロえる

「そのほか」。ビー玉を2こ できょうそう

。落としあな

○ ○○さん,なんでぬいちゃったの。

気が向いたら・・・

○ あんなに山もりあつたのにもうなくなつ

たの。

○ あと1本打つたら終わり。

4 (テ レビでふり返り)

○ ○○さん,これどう打ちましたか。

ビー玉がどんなふうに転がった。おもしろ

く転がつた。

○ 同じようにななめに打つた○○さん,ど

んないいことあった。

○ ふりかえリカー ドにうまくいつたこと,

もつとこうしたいことを言葉で書きましょ

う。おこまリポイントでもいいよ。

○ うまくいったことをタブレットにとりま

しょ っ。   __

○ 落ちないようにするには,プロペラ,輪

ゴムなど。 (実物を見せる)

○ 次は,釘以外の物も使つて作 りましょう。

○ ビー玉が落ちやすい。でも落とし穴があるよ。

ここから落ちるようにしてる。 ビー玉のはぼを

ビー玉ではかっている。

○

○

(仝部くぎを抜いていた。)

(は じめははしばかり釘を打つていた。)

(打つては抜き 。・・ )

(道のように打ち出した。)

くぎなくなつた。

先生,山盛りください。

(片づけ)

○ ななめに打った。

〇  ・・・

(ふ りかえリカー ドを書

く。)

○

○

○

○

○

板を3つ並べて,転がしている。

ななめ。 どこにいくかわからない。

真ん中に打ったら,釘にあたって 。・・

見た日は, うまくいつた。

ビー玉が進まないから,次は進むように。

ぽ

」



板書



第 3学年授業研究会 研究協議

1 問題点

(1)絵 や立体,工作に表す活動を通 して,表 したいことを見付けることや, どのように表すかに

ついて考えることができるようにするにはどうすればよいか。

(2)絵 や立体,工作に表す活動を通 して,表 し方を工夫 して表すことができるようにするには,

どうすればよいか。

(3)鑑 賞する活動を通 して,造形的な魅力や造形的な表現の内容,方法,意図や特徴,表 し方の

変化などについて感 じ取つたり考えた りし,自 分の見方や感 じ方を広げたり深めた りするには

どうすればよいか。

2 解決の一方策

く間■点 (1)について〉

(1)木の種類・板の厚 さや大きさ,釘の種類 。長 さや太さ等適 したものを選んだことで,釘打ち

の楽 しさが実感でき,やる気を起こさせていた。児童にとって扱いやすい材料の選定により,

製作活動に夢中になれる環境を作ることができていた。

(2)切れ 目を入れた消 しゴムに釘を挟んで打つ込む等,補助具を使 うと安心して活動できたこと

が,意欲アップにつながった。初めて扱 う道具や材料を使用する時は,安全面に配慮 した支援

が必要である。

(3)釘の打ち方の確認時に,示範をタブレットPCで撮影 し,TV画 面に映 し出すと,全児童が

集中して一斉に見ることができた。また,釘打ちの合い言葉「はじめは,ト ン トン。あとから,

ドン ドン。」を日ずさむことで,聴覚的なリズムの楽 しさが,活動の楽 しさにつながっていた。

(4)ワ ークシー トに余白を設けることで,コ ースのアイデアを自由に描 くことができるスペース

が生まれた。言葉では表現 しにくいイメージが表現でき,発想も広がった。

〈問題点 (2)について〉

(1)「おもしろくころがるコースを作る」とめあてを設定し,「おもしろく」に焦点をあてた。

児童にイメージしたことを言葉で表現させた。自分の考えを発表 したり,友達の考えを聞いた

りして,取 り入れた り,共有 した りした。

(2)「おもしろいコース」を作るために,材料を釘だけに限定した。そ うすることで,釘の打ち

方 (ま っす ぐ,な なめ)や釘の長 さ (長 ,短),釘の並べ方 (コ ース)等 を工夫 して考え,釘

打ちでコースを作ることに集中できた。また,釘を打つ活動中に,釘をペンチで挟んで打つと

い う方法を児童が発見 した。大発見を褒めることで,他の児童も頑張ろうとい う意欲につなが

り,活動が活発になった。



(3)班 ごとに四角いプラスチックケースを 1つ用意 し,グループで製作活動をした。。なかみは,

人数分の板 と金づち,カ ップに入つたくぎ, くぎぬき, ビー玉 1個である。作業机で釘を打つ

ので,自 然 と同じ班の友達の作品を見て,参考にしている児童もいた。ビー玉を転がしながら,

釘を打つ場所を試行錯誤 しながら打ち替えていた。そばで見ていた児童が,同 じ班の友達にア

ドバイスをしている場面もあり,互いに学びあえていた。

(4)児童の意見だけでなく,活動中に見取つたことやよい所など全体に共有 したいことを短い言

葉で,教師が板書に加えていった。児童は,板書を参考に製作活動に取 り組めた。

(問題点 (3)について〉

(1)ICT機 器の活用により,児童の作品を記録 として残すことができる。また,映像をTVに

映 し出す と全員で共有でき,話 し合いに活用することができる。

(2)児童が作品の途中経過をタブレットPCに残すことで,振 り返 りに使 うことができる。作品

の過程を知ることができ,表現の仕方の工夫や変化がわかる。 自分の作品だけでなく,友達の

作品の良さを感 じ取つていた。

(3)指導者は,授業中に全員の作品を全部見取ることができないが,児童の作品を記録すること

で,記録 として残せるだけでなく,全然気づかなかった所が見える。

(4)児童の考えを知るには,ワークシー トの活用だけでなく, 日記のお題に図工の授業でしたこ

とを書かせる事も有効である。授業では,気づかなかったことを書いている。

3 今後の課題

(1)経験から学ぶこともあるが,初めて扱 う材料については,事前に知 らせてお く。本の板は,

表 と裏があり,板 目には,割れやすい所 と割れにくい所がある。だから,節に釘を打とうとし

ていたら,児童にコツを伝えることも大切である。

(2)図工で大事なのは,形 と色である。今回は,形 を主とする活動であるが,板にも釘にも色が

ある。必ず,毎回色のことを指導する必要はないが,色のことは常に意識 しておく。また,色

を主とする活動の時も,形のことを必ず意識 として持っておくことが大切である。

(3)作品製作の途中で,児童の活動を止めるかどうかは,場合による。たくさんの児童へ どうし

ても見せたいものがある時は,活動を止める。何人かの時は,個別に対応する。今回の授業の

ように,板書を上手に使 うとよい。普段から,板書に注目することを声かけしておくことが有

効である。
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